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〈書評論文〉

人口学的行動における個人/集 団による
意思決定のメカニズム

James Z. Lee and Wang Feng, 
 One Quarter of Humanity

: Malthusian Mythology and Chinese Realities, 1700-2000

(Harvard University Press, 1999)

中 島 満 大

1.は じめ に

歴史人口学(HistoricalDemography)の 学問的魅力の一つ は、それ以前において観念

的に論 じられて きた問題 に対 し、数量的な実証研 究の立場か ら新たな光を当てることにあ

るといえるだろう。本書 「0πeQμαr∫ero〆Hμ㎜απ吻 』 も例 に漏れず、その魅力 を十分に

内包 している 〔P。また本書は中国における歴史人口学の成果をまとめたものであるともい

える(2〕。

本書の内容を一言で要約するな らば、18世 紀以降の中国における出生、死亡、結婚 など

の人口学的行動の分析 を通 じて、新 しい中国の社会像 を描 き出す とい うことになるだろう。

そ して新たな中国の社会像は、副題にも表れているように トーマス ・マルサス(Thomas

R.Malthus)が 描いた中国社会 と対比させる形で論 じられる。換言するならば、マルサス

は、中国社会を世界の進むべ き方向における出発点 として捉えてお り、それに対 して彼 ら

【D著 者JamesZ ,】Leeは 、UniversityofMichiganのPopulationStudiesCenterの リサ ー チ ・プ ロ フ

ェ ッサ ー で あ る。 そ してWangFengは 、UniversityofCalifbmia・Irvine校 の社 会 学 の 教授 で あ る 。

ω 本 書 は、 特 定 の歴 史 史 料 か ら導 き出 さ れ た もの で は な く、 歴 史 人 口学 の 成 果 を 引用 す る 形 で 論 文

が構 成 され て い る 。 しか し、 本 書 を構 成 す る に あ た っ て、1」eeの 別 著(LeeandCampbell1997)は 、 重 要

な 役 割 を 果 た し て い る と い え る 。 上 記 の 著 書 は 、 遼 寧 省(Liaoning)の 一 つ の ム ラ(Daoyi)

の"HouseholdandPopulationRegi8tersoftheEightBamlerHanChineseAmly(Hα ガ 配π δασε陀η(∫`ηg

ん擁oμcε)"を もと に議 論 が 展 開 され て い る。'
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は疑問を投 げかけるのである。

本稿は、マルサスの描 く中国社会 と本書の示す中国社会 という二項対立について、「個

人による意思決定(individualdecisionmaking)」 と 「集団による意思決定(collective

decisionmaking)」 という視点か ら考察 を行な う。個人/集 団による意思決定のメカニズ

ムは、各社会における人口学的行動の核 となる部分であ り、それにもとついてある程度の

行動が決定されると考えられる。 したがって本稿の立場 としては、意思決定のメカニズム

を中心に置いた上で、その他の要因 との関連を考慮 しなが ら、議論を進めて行 きたい。

最後 に個人/集 団による意思決定の メカニズム とい う二項対立 について再度検討 を行

う。それは二項対立 という明瞭でわか りやすい構図か ら漏れる可能性のある社会の多様性

や複雑性 を考察するためである。二者択一的な二項対立 とい う枠組みか ら脱却 し、中国社

会の多様性 を考慮 に入れた上での個人/集 団 による意思決定の視点 を仮説的に提示する。

次節においては、マルサスの基本的な概念 を説明 し、彼が どのように中国という社会を捉

えていたのかについて検討する。

2.マ ルサスの描 く世界

本節では、マルサスの 『人口の原理』における記述 にもとづ き、彼が使用する基本的 な

概念を整理する(3)。彼の中心的な問題関心の一つ は、余剰人口に関する ものであった。彼

は、この余剰人口をどの ように 「合理的」 に統制 してい くのか とい う問いに対 して、彼は

二つの概念を提示す る。一つは予防的妨げ(preventivechecks)で あ り、 もう一つは積極

的妨げ(positivechecks)で ある(%

予防的妨 げとは、個人、 あるいは集団の将来の結果を推定する能力による統制である。

その概念の中心 となるのは道徳的抑制(moralrestraint)で あ り、具体的なコントロール

の例 として結婚による抑制 を挙げている。つま り、単純化すれば、予防的妨げは、出生 と

結婚による人口の統制を包括する概念であるといえる。

一方で積極的妨げ とは、罪悪(vice)に 引き起こされた窮乏(misery)に よ り、人口が

統制 されることをさす。換言するならば、戦争や不摂生な どの罪悪が、人間の基本的生活

の圧迫 を招 き、その結果人口が減少す るということになる。積極的妨 げは、出生 と結婚に

('}本稿におけるマルサスの記述に関しては
、大淵他訳(1985)を 参考にした。

ω 予防的妨げと積極的妨げは、人口学以外の学問においては予防的制限(あ るいは抑制)

と積極的制限(あ るいは抑制)と して訳されることが多い。本稿では大渕他訳(1985)

の とおり、「妨げ」 という訳語を用いる。
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よる統制の予防的妨げに対 して、死亡 による統制であるということがで きる。

またマルサスは、予防的妨げと積極的妨 げとの関係 について、 トレー ドオフであ ると考

えている。つ まりヨーロッパにおいては、予防的妨げが普及 してお り、その他の地域で は

積極的妨げが生 じている。 したがってヨーロッパ、特 にイ ングラン ドでは、予防的妨げが

浸透 し、人口学的行動は、個人による意思決定 によ り 「合理的」(5}に選択 されている一方

で反対に中国などの地域では、積極的妨げが生 じ、人口学的行動は個人による意思決定が

な く、「非合理的」、「非道徳的」な選択が行 なわれている とマルサ スは考えていた。その

点に関 してLeeとFengは 、マルサスの描 く中国像に対 し、歴史人口学の立場 から新たな中

国社会を提示する。次節においては、中国における人口学的行動 について考察を行 なって

い く。

3.中 国社会の人ロ学的 システム

前節ではマルサスが用 いた基本的概念、彼の提示 した世界の進むべ き方向、そ してその

中に中国が どのように位置づけられるのか をみて きた。本節においては、個々の人口学的

行動か らマルサスの描いた中国とLeeとFengが 本書で示 した中国社会 との比較を行 う。

3-1.死 亡 の コ ン トロール と嬰 児殺 し

は じめ に中国における人口増加 を抑制す る装置 としての死亡(mortality)に ついて検

討する。マルサスは、中国においては積極的妨げによ り余剰人口を抑 えていると考えてい

た。つ まり、中国では様々な要因に より人口が過剰 となり、そのため住民 の生活の水準が

低下する。その結果、飢謹な どの積極的妨 げによる死亡が発生 し、人口が恒常化 されると

い うことを想定 していた といえる。

ではLeeとFengは 、伝統 中国における人口統制 をどのように捉 えていたのであろ うか。

■eeは別書において、人口の抑制 は、単一的要因によって発生するわけではな く、複数の

要因により生 じると述べている(LeeandCampbell1997:56)。 したがってマルサスの考

えるような窮乏下 における飢饅などの積極的妨げだけでは、中国の人口統制は説明するこ

〔51ここで用いた 「合理性」は
、マルサスの前提する 「合理性」であ り、後述する中国社会における

合理性 とは異なるもの して扱っている。以降、「合理性」はマルサスの前提とする 「合理性」 として、合理

性 として表する場合は中国におけるLeeとFengの 示す合理性 を指すこととする。この合理性の区別は、個

人による意思決定と 「合理性」 と関連性、集団による意思決定と合理性 と関連性を明確にするための措置

である。
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とはできない ということである。加えて人口学的システムの中で最 も積極的妨げ と関わ り

が強い死亡において も、マルサスが示す世界 とは異なる社会的過程が中国社会には存在 し

ている。以下ではまず死亡の局面における嬰児殺 し(infan七icide)に 焦点 を合わせて、清

代の中国において、 どのように人口統制が行なわれていたのかについて考察する。

LeeとFengは 、嬰児殺 しを、例えば飢饅な どの外生的要因を契機 として単一的に発生す

るわけではな く、内生的要因によっても生 じる と説明 している(p.47)。 そ して彼 らは中

国社会の内生的要因として父系制、父方居住の家族システム(patrilinealandpatrilocal

飴milialsystem)の 影響を挙げている。

もし飢饒な どの外生的要因によってのみ嬰児殺 しが発生す るのであれば、嬰児殺 しの発

生す る比率 は、男女において大 きな差 は存在 しないはずであ る。 しか しLeeとFengに よれ

ば、清代後半においては中国の女子の乳幼児死亡 は、同時期の他の国(イ ングランド、ス

ウェーデ ン、 フラ ンス)と 比べて もその比率が高 く、新生児、あるいは乳幼児死亡 におい

て男女差が存在 していた(p.48)。 この男女差 は、おそ らくその多 くを嬰児殺 しやネグレ

ク ト(neglect)に よって説明することができる。

中国の嬰児殺 しに対す る内生的要因 として上記で父系制、父方居住の家族 システムを挙

げた。それは端的にいえば、中国の家族 システム、あるいは父系制の下では男子の存在が、

家族、親族、そ して宗族の系譜をた どること、祖先祭祀、そ して家の存続 などにおいて重

要性 を持つ ということである。 したが って子 どもの性別によって生存 させるか どうか、つ

ま り嬰児殺 しを行 なうか否かを判断 していた。加 えて将来における娘の結婚 に対す るコス

トの存在 も嬰児殺 しに影響 を与 える。女子 を結婚 させ る場合、結婚持参金(dowry)が そ

の家族 にとってのコス トとなることか ら、女子は嬰児殺 しにおいて は不利な立場にあった

といえる。加 えてLeeとFengに よれば、嬰児殺 しの発生頻度は、性別、出生順位、社会的

地位によって異 なる。また一般的には第1子 の性別は相対的に嬰児殺 しの対象 とはな らず、

追加出生において選択的嬰児殺 しがみ られるようになる。

死亡の局面 における人口統制 についてまとめると、中国では飢鰹 などによって死亡が生

じ、人口をコントロール していただけでな く、個人が嬰児殺 しなどの手段 を用 いて合理的

に死亡を統制 し、その結果 としてマクロの次元 において も人口が抑制 されていたというこ

とになる。 さらに嬰児殺 しは、集団による意思決定にもとついて行なわれていた。つま り

家族、親族、宗族 といった集団の意思に より、嬰児殺 しは判断 ・選択 されていた。それは

マルサスの前提 としていた 「合理性」 とは質の異なる合理性である。次項においては、マ

ルサスが予防的妨 げとして挙げている結婚の問題について検討す る。
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3-2.戦 略としての結婚

マルサスによれば、 ヨーロ ッパ における結婚は晩婚であ り、それが人口増加 にとっての

予防的妨げ となる。そ して予防的妨げは、個 人の道徳的抑制を基礎 とする。それによ り個

人は、家族を養えることがで きる ようになる まで結婚を延期す る。 その結果、貯蓄が可能

とな り、貧困が低減 されるこ とにな り、高い生活水準が得 られる。 同様に遅い時期 に結婚

することによ り、子 どもの数が制限される。 したがって人口増加 も抑制す ることがで きる。

この循環が、マルサスが社会の進むべ き方向の目的地 と定めた ものである。そ して進むべ

き方向への出発地 となるのが、早婚と皆婚の社会であった。

LeeとFengは 、マルサスの中国像 に対 し、疑問を投げかける。彼 らは、早婚 ・皆婚社会

のイメージとは異な り、中国における男女の結婚の非対称性を提示 した。中国では18世 紀

以降、性別、階級 などによって結婚市場(marriagemarket)の 状態が異なってお り、そ

れによ り結婚の非対称性が生 じていた。その原因の一つは、前項で示 した嬰児殺 しであっ

た。嬰児殺 しにより、男女の人口比が極めて不均衡な状態、女子人口よりも男子人口が多

い状態 になっていた。その結果、男子は結婚 しに くい状態、すなわち結婚難(marriage

squeeze)で あった。加 えて一夫多妻婚(polyg⊃my)の 実践、女子の再婚の制 限なども結

婚難を促進することになった。 したがって女子 は早婚、皆婚であったが、男子 は女子 に比

べて晩婚であ り、未婚の者 も多かった。特 に男子は、未婚者の割合の点か らもマルサスの

早婚 ・皆婚モデルには適合 しない ことが明 らかになった。

中国の結婚について個人/集 団による意思決定 という視点でみる と、中国 とヨーロ ッパ

では結婚の位置づけが異 なることが顕在化する。中国では家族や親族な どか らの結婚の期

待や要請が強い。なぜな ら結婚は、社会階層間移動や家の維持のために重要であったか ら

である。つま り結婚は個人の重要性 に加 え、その集団にとって重要であったのである。

上記の点について要約する と、当時の中国社会では結婚市場の不均衡による人口学的結

婚難が生 じていた。それにより、男子は、女子 に比べて未婚者の割合が高かった。つ まり

この点において、マルサスの結婚モデル とは明確に異なっていた。 そして上記の ような人

口学的制約に加え、家族の階層や親族集団内の位置づけによって家族は戦略 として結婚を

選択 していった。 中国において多様 な結婚戦略が存在 していたことは、家や親族集 団が生

き残ってい くための手段 として結婚 を使用 していたことを反映 している。マルサスの示 し

たヨーロッパにおける個人の意思 による結婚 とは対照的 に中国においては、集団による意

思決定のメカニズムが働 き、それに応 じて個人が結婚 を行なっていたのである。
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3-3.出 生に関する抑制

前項 までは死亡 と結婚 とい う人口学的要素について検討 をして きた。本項では中国にお

ける出生 に関す る抑制 を考察す る。 中国における出生 に関する統制は、上記に示 したよう

に嬰児殺 しという形で出生 を統制 していたといえる。それに加 えてLeeとFengは 、中国に

は結婚行動、または出生行動における調節が存在 していたと考えた。彼 らは、三点の出生

による抑制 を挙げている。第一点 と第二点は、共に出生 タイ ミング(birthtiming)に よ

る統制、つ まり出生間隔調節(birthspacing)で ある。第一点 目は、結婚 と第1子 出生の

間隔(intervalbetweenmarriageandthe且rstbirth)を 長 くとる、つ まり子 どもを持つ

時期 を遅 らせ るのである。前項で述べた とお り、中国ではヨーロッパ に比べて早婚であっ

た。早い時期 に結婚する とい うことは、理論上 は出生数を晩婚 に比 して最大化す る。 しか

し、中国においては子 どもを持つ時期 を遅 らせ ることによ り、出生数 をコン トロールして

いた。例 えば、1950年 代の中国の結婚 と初産 との間隔は34ヶ 月であった(p.88)。 つ まり、

3年 弱の間をおいて子 どもを持つのである。

第二点 目は、各出生間の間隔(intervalsbetweensuccessivebirths)に 関する もので

ある。つ ま り第n子 と第n+1子 の出生 間隔を長 く取ることにより、出生数 を抑 えることが

できるのである。1970年 代 になるまで中国では出生 間隔が ヨーロッパ に比べて長 く、平均

3年 以上であった(p.90)。

第三点 目は、子 どもの産み終わ りの時期が早いことである。つ まり早い段階で子供を持

つ ことを中止する とい うことである。中国では先ほど示 したように子 どもを持つ時期を遅

らせ るにもかかわ らず、子 どもの産み終わ りの時期 も早い。例 として清代の中国の農民の

妻の場合、末子の平均出生年齢が33.5歳 であった(■eeandCampbell1997:93)。 ヨーロ

ッパ と比べると、よ りその傾向が明瞭になる。LeeとFengに よれば、中国では平均再生産

期 間が11年 であ り、 ヨーロッパでは14年 であった(p.89)。

要約すれば、中国では上記 に挙げた三つの出生による抑制を行っていた。 したがってマ

ルサスの描いた非近代の出生力モデル、つ まり意図的な抑制が存在 していない社会像には

適 さない。なぜな ら清代の中国においては、様々な手段 と方法を用いて出生力の統制が行

なわれていたか らである。次項においては、中国の人口学的システムを内生的要因と外生

的要因との関係か ら要約する。
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3-4.中 国の人ロ学的システム

本節 では人口学的行動 につ いて個別に検討 して きた。本項で は個 々の変数の関連か ら中

国の人口学的システムについて考察する。図1は 、LeeとFengが 示 した中国の人口学的 シ

ステムの概略図である。本節 は図1に もとついて議論を進めてい く。図1に おける個 々の

変数は、内生変数 と外生変数に区別することができる。外生変数 として示 されているのが、

経済的機会(economicopportunities)で ある。そ してそれ以外の変数は内生変数 となる。

Economic

opportunities

Infanticide Maritalrestraint

Malecelibacyand

minormarriage

Fictivekinship

図1.18世 紀における人 ロ成長 と中国の人 ロ学的システム

出 所LeeandFeng(1999:116)か ら転 載 。

外生変数である経済的機会は、嬰児殺 しと結婚に よる抑制に影響を与える。経済的機会

が増大すると、嬰児殺 しは減少 し、結婚による抑制 も緩和 される。言 い換 えるな らば、経

済の成長期においては、家や家族、親族 で扶養することので きる成員の最大値が上昇する

ことか ら、嬰児殺 しは減少するのである。そ してそれとともに結婚による抑制 も緩 くなる

ことか ら、出生数が増加する。つ まり外生変数 は、積極的妨げによる飢謹 などの直接的妨

げだけで な くて、経済的機会な どもまた内生 変数 に作用 し、人口学的行動 に影響 を与え

る。

内生変数である嬰児殺 しは、男子の未婚割合 と結婚戦略 に作用する。つ ま り嬰児殺 しに

より人口性比が不均衡 とな り、男子の未婚者が増加する。 また人口性比の不均衡は、結婚

市場 にも作用 し、その結果、家族、親族 は結婚戦略 を多様化 し、その状態 に対応するよう
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な選択を行 うようになる。すなわち結婚市場の不均衡 に直面 した集団、すなわち家族や親

族集団は、 自らを生存 させ るため にあらゆる手段 を模索するようになるのである。

また結婚による抑制は、嬰児殺 しを減少 させ る効果 を持つ。結婚による抑制が効果的に

働 く時期 においては、嬰児殺 しとい う手段 を用いることが少な くなる。加 えて結婚に よる

抑制は、その当初の目的のとお り集団の統合 を強める。換言するならば、集団に正の影響

を与 えるというこ とになる。

この ように内生変数 と外生変数は、相互 に関連 にしてお り、人口学的システムの総体 と

して均衡 を保 とうとしていることが明らかになった。つ まり他の変数 を考慮す ることな く、

人口は幾何級数的に増加 してい くのではな く、その システム内における変数の配置や リス

クの分散などの方法により、外部、あるいは内部の状況の変化 に適応 している。それはす

なわち人口増加をコン トロール しているのである。

4.中 国社会 を考察する視点

前節までは、18、19世 紀における中国の人口学的行動について、個人/集 団による意思

決定 という視点を用いて考察 して きた。 しか し本節では、二者択一的な二項対立ではな く、

社会の多様性 を考慮 に入れた上での個人/集 団による意思決定 を考 えてみ る。1、eeとFeng

もまた、本書のエ ピローグにおいて、この個 人/集 団の二項対立の図式の明瞭 さについて

は認めつつ も、全面的に肯定す ることには留保 を表明 している。つ ま り二者択一 としての

二項対立の受容を拒否 しているのである。以下 においては二者択一的な二項対立の脱却 ・

再構築 と、それに付随する中国社会に対する視点 を仮説的に提示する。

社会内の多様性 や複雑性に考慮するな らば、一つの地域 に対 して、個人、あるいは集団

による意思決定の メカニズムによる単一的な説明を行うは難 しい。つ まり選択す る個人は、

一方で個人の 目的を軸 として、他方で集 団の 目的を軸 と設定 し、その中で行動 を決定 して

い くのである。 どちらの目的の要素が強 くなるかは、その状況 において異 なるだろう。加

えて個人は、その社会の内生的要因、あるいは外生的要 因に適応す る形で選択 してい くの

である。 したがって両極である完全 に個人の、あるいは集団の 目的に沿ったケースばか り

ではない。

また時代 によって もどち らの要素が強 くなるかは変化する。清代の中国 と現代の中国 と

では、その選択のバ ランスが異なるのは当然である。だが時代経過 とともに一つの社会が、

完全 に個人の要素 により行動 を選択する社会 に移行するわけではない。現代社会が個人化

の方向へ移行す るという予見は多 くみられるが、中国において完全に個人が主体 となる社
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会の到来を想定することは難 しい。それに類似す る見解 としては、瀬川昌久の宗族の復興

か らみる中国社会 に対する歴史認識がある。

彼は近年の中国における宗族の復興について、フェルナ ン ・プローデルの 「長期的持続」

とい う概念を用い、「宋代以降の中国における宗族は、時代 ご と、地域 ごとの細かな変異

にともないなが らも、総体 としては明 らかに中国史の中の 『長期的持続』を構成する もの

である」 とい う見方 を提供す る(瀬 川2004:140)。 そ して彼は、長期的持続における中国

社会の核心 となるものは、倫理的価値観、父系原理、祖先祭祀の儀礼的規範 を挙げている。

それは、換言す るな らば、中国社会における個 人は、集団の意図や 目的 を自身の意思決定

に反映させなが ら行動 に至る とい うこ とになるだろ う。だが反対に完全に集団の意思が、

個人の意思決定を覆い尽 くす社会 もまた容易 には想像で きない。つ まり個人は、自身の目

的や意図、そ して上位集団の目的や意図、そ してそれを取 り囲む状況 を考慮に入れなが ら、

意思決定 を行 うのである。そして各社会の意思決定において、何が鍵 となる概念 なのかに

ついてはよ り実証的 な検討が必要 になるだろう。

5.お わ りに

本節では、■eeとFengの 議論が もた らした貢献 について述べる。中国の人口学的 システ

ムについて研究 して きた彼 らは、中国では ヨー ロッパの システム とは異な り、各人口学的

行動は集団による意思決定にもとついていると主張 してきた。それは出生に関す る統制か

らも、死亡の局面におけるコン トロールか らも明らかである。それ らが示すのは、個人 を

統括す る上位集団の存在、中国においては家族、宗族、そ して父系親族集団が、個人の人

口学的行動を規制するとい うことであ る。 しか し、前節でも述べ たように■eeとFengは 、

二者択一的な二項対立の受容に対 しては留保する態度をとっている。彼 らは個人による意

思決定 と集団による意思決定 とい う明瞭 な構図だか らこそ更なる検討 を求める。そ して

Leeは 、別著 において次の ような表現 を用 いて中国社会 を描 き出す。「彼 らは(中 国の人々

は)、 自分たちの個人的な統制を超えた宿命(fate)を 受け入れる」それ と同時 に 「彼 らは、

自分たちの能力や達成 によって より幸せな運命(fbrtune)を 信 じている」 という表現は、

中 国社会 の複雑 な意思 決定の メカニズムを的確 に反映 して いる(LeeandCampbell

1997:11)。 そのような複雑な社会 こそ、マルサスによ り単純化 された中国社会に対する

彼 らの答えである。そ して彼 らは、自らの研究や議論 を常 に検証の対象 とな りうる仮説の

次元に位置づ けると同時 に、マルサスの議論を も仮説の次元へ と移行 させ た。それは彼 ら

の研究の中国史に対す る大 きな貢献の一つである。
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